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ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
法
的
地
位
な
ど
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
年
は
、
一
九
七
二
年
五
月
十
五
日
、
沖
縄
が
「
日
本
復
帰
」
し
て
か
ら
、
三
十
五
年
目
の
歴
史
的
節
目
の
年
で
あ
る
。
沖

縄
の
近
現
代
史
は
、
常
に
日
本
の
国
策
に
翻
弄
さ
れ
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
（
沖
縄
人
）
は
、
主
体
的
に
自
ら
の
運
命
を
選
択
す

る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
「
復
帰
」
か
ら
、
三
十
五
年
を
迎
え
る
沖
縄
の
現
実
は
、
「
復
帰
前
」
と
本
質
的
に
変

わ
り
は
な
く
、
特
に
、
膨
大
な
米
軍
基
地
が
県
内
各
地
に
存
在
し
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
軍
隊
が
駐
留
す
る
が
故
の
事
件
・

事
故
も
頻
発
し
続
け
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
人
権
は
、
日
本
国
憲
法
の
下
に
あ
っ
て
も
、
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。

安
倍
総
理
は
、
「
自
分
の
自
民
党
総
裁
任
期
中
の
六
年
以
内
に
、
憲
法
改
正
を
目
指
し
た
い
」
と
述
べ
、
改
憲
手
続
き
法
と

も
い
う
べ
き
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
法
案
を
「
今
年
五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
ま
で
に
成
立
を
図
り
た
い
」
と
の
意
欲
を
示
し

て
い
る
。
一
方
で
、
政
府
は
、
法
治
国
家
と
し
て
、
沖
縄
問
題
を
解
決
す
る
諸
施
策
立
案
・
展
開
の
中
で
、
お
よ
そ
、
法
治
国

家
の
名
に
値
し
な
い
施
策
を
執
っ
て
い
る
。
あ
る
識
者
は
、
沖
縄
問
題
に
関
す
る
限
り
、
政
府
の
態
度
は
、
法
治
国
家
で
は
な

く
、
「
放
置
国
家
」
、
あ
る
い
は
「
法
恥
国
家
」
だ
と
い
う
。
誠
に
当
を
得
た
、
言
い
得
て
妙
な
る
、
直
言
だ
と
思
う
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
（
沖
縄
人
）
は
、
い
つ
か
ら
法
的
に
日
本
国
民
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
法
的

一



根
拠
、
始
期
を
示
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

悲
惨
な
沖
縄
戦
が
終
わ
り
、
一
九
七
二
年
五
月
十
五
日
の
「
復
帰
」
の
日
ま
で
、
沖
縄
は
、
米
国
の
軍
事
支
配
下
に
置
か

れ
て
い
た
。
そ
の
間
、
高
等
弁
務
官
が
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
生
殺
与
奪
の
権
限
を
有
し
、
日
本
と
は
異
な
る
法
体
系
の
下

で
、
基
本
的
人
権
も
、
政
治
的
自
由
も
、
自
治
を
も
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
米
国
の
軍
事
支
配
下
に
あ
っ
て
、
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
は
、
「
琉
球
人
」
と
し
て
の
法
的
地
位
で
扱
わ
れ
て
い
た
。
政
府
は
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
、
法
的
に
日
本
人

と
異
な
る
「
琉
球
人
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
法
的
根
拠
、
始
期
を
示
し
た
上
で
、
「
琉
球
人
」
の
法
的
地

位
に
関
す
る
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

安
倍
総
理
は
、
「
自
民
党
総
裁
と
し
て
の
自
分
の
任
期
は
三
年
で
、
二
期
ま
で
し
か
務
め
ら
れ
な
い
。
自
分
の
任
期
中
に

憲
法
改
正
を
目
指
し
た
い
」
、
ま
た
、
「
戦
後
六
十
年
が
た
っ
て
、
憲
法
に
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
条
文
が
あ
る
の
も
事
実
」

と
述
べ
て
い
る
。
政
府
は
、
日
本
国
憲
法
が
沖
縄
に
適
用
さ
れ
て
六
十
年
が
経
過
し
た
と
も
考
え
て
い
る
の
か
、
日
本
国
憲

法
の
下
に
「
復
帰
」
を
希
求
し
た
沖
縄
の
現
状
に
照
ら
し
、
そ
の
認
識
を
示
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

四

安
倍
総
理
は
、
「
戦
後
六
十
年
が
た
っ
た
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
が
、
沖
縄
に
と
っ
て
、
去
っ
た
戦
争
は
、
い
つ
終
結

二



し
、
い
つ
か
ら
「
戦
後
」
は
始
ま
っ
た
の
か
、
又
、
沖
縄
と
日
本
（
他
の
都
道
府
県
）
の
「
戦
後
」
と
は
、
同
一
の
概
念
・

定
義
な
の
か
、
そ
の
認
識
の
根
拠
を
示
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

悲
惨
な
沖
縄
戦
の
終
結
か
ら
、
一
九
七
二
年
五
月
十
五
日
の
「
復
帰
」
の
日
ま
で
、
沖
縄
は
「
無
憲
法
」
下
で
、
米
国
の

軍
事
支
配
下
に
あ
っ
た
。
「
復
帰
」
か
ら
今
日
ま
で
も
、
沖
縄
は
「
反
憲
法
」
的
な
日
常
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
今
、
大
事

な
の
は
、
憲
法
改
正
で
は
な
く
、
憲
法
の
理
念
を
活
か
し
、
わ
が
国
が
平
和
国
家
と
し
て
歩
む
こ
と
で
あ
る
。
私
は
、
憲
法

改
悪
に
は
反
対
で
あ
り
、
特
に
、
憲
法
第
九
条
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
、
日
本
国
憲
法
前

文
で
明
定
す
る
平
和
的
生
存
権
は
、
い
か
な
る
法
的
効
力
を
有
す
る
権
利
と
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

に
平
和
的
生
存
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
沖
縄
の
現
状
に
照
ら
し
、
そ
の
認
識
を
示
し
た
上
で
、
政
府

の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

安
倍
総
理
の
今
通
常
国
会
施
政
方
針
演
説
に
お
け
る
沖
縄
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、
昨
年
九
月
の
臨
時
国
会
に
お
け
る

所
信
表
明
演
説
の
内
容
と
、
一
言
半
句
も
違
い
が
な
か
っ
た
。
安
倍
総
理
に
は
、
沖
縄
の
諸
問
題
解
決
に
向
け
て
、
事
態
を

前
進
さ
せ
よ
う
と
い
う
熱
意
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
と
、
多
く
の
県
民
は
落
胆
し
て
い
る
。
政
府
の
沖
縄
の
諸
問
題
解
決
へ

向
け
て
の
方
針
と
具
体
的
施
策
を
示
し
た
上
で
、
政
府
の
基
本
的
態
度
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三



右
質
問
す
る
。

四


